
質 問 回 答 書 

 

令和元年７月２５日午後２時００分更新 

入札番号 ３１１０９２ 

案件名称 ボルダリング施設新築工事（建築）（平成 30 年度繰越明許） 

質問回答① 

質問 

 設計施工による案件になりますが、実施設計後に参考図面と設

計書内訳との差額が、発生した際の費用については、増減のない

ものとして認識すればよろしいでしょうか。参考内訳より増減し

たものに対する費用負担についての考え方をご指示ください。 

回答 

ボルダリングルームの必要最小限の有効空間及び外部からの観

覧のための開口部の確保ができることが条件となりますが、その空

間や開口部の確保のための建物本体（柱、ブレース等の位置や本数）

及び基礎の形状の変更に伴う設計数量（費用）の変更については設

計変更の対象としないものとします。ただし、入札時の設計図書と

同等なものかを判断するため、図面を作成し、提出していただくこ

とになります。 

質問回答② 

質問 

上記質問と一部重複しますが、実施設計にてｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄを

無くすことが設計上出来た際の費用については、増減処理を行う

のか、ご指示ください。また前記の様に無くせた際は、内訳から

外すべきなのかご指示ください。 

回答 

エキスパンションジョイントが無くても計画上・構造上支障がな

いことが確認できた場合は、エキスパンションジョイントを無くす

ことは可能です。その場合、設計数量の変更に伴う費用の増減は設

計変更の対象としないものとします。 

質問回答③ 

質問 

設計書に記載有ります基礎・内装における設計書内訳はあくま

でも参考であり、入札書と併せて提出する内訳書は、この通りの

内訳で無くても問題ないものでしょうか、ご指示ください。 

回答 

入札書と併せて提出する内訳書は、直接工事費及び共通費の記載

となり、基礎・内装の内訳の記載はありません。 

 

 

 



質問回答④ 

質問 

設計書の設計書内訳との差異により基礎ﾎﾞﾘｭｰﾑが軽量化出来た

際の費用は、契約金額の【減】となるのでしょうか。逆に基礎ﾎﾞﾘ

ｭｰﾑが大きくなってしまった際の費用は、別途契約金額【増】とな

るのでしょうか、ご指示ください。同様に構造設計における参考

図より鉄骨ﾒﾝﾊﾞｰの増減が発生した際の処理についてもご指示く

ださい。 

回答 

回答１と同じです。 

質問回答⑤ 

質問 

上記記載の増減に対する見解は、実施設計後の有利不利に関わ

らず、入札落札業者にてﾘｽｸﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄを行うものとして認識して、

よろしいでしょうか。 

回答 

貴見のとおりです。 

質問回答⑥ 

質問 

上記記載の増減に対する見解は、実施設計後の有利不利に関わ

らず、入札落札業者にてﾘｽｸﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄを行うものとして認識して、

よろしいでしょうか。 

回答 

計画地において地盤調査（スウェーデン式サウンディング試験）

を実施しており、その試験結果を元に地盤改良（ラップルコンクリ

ート)を計画しています。そのため、地耐力 30kN/㎡（長期）、60kN/

㎡（短期）以上確保できる想定でいますが、仮に地盤改良の実施を

してもその地耐力が確保できないと想定される場合は、別途設計変

更により対応します。 

質問回答⑦ 

質問 

ボルダリングルーム内の置床について、特段仕様明記されてい

ませんが、通常共同住宅等で使用する一般仕様の置床で、よろし

いでしょうか。もしくは、衝撃吸収型にて見込むべきでしょうか。

ご指示ください。 

回答 

住宅等で使用する一般仕様の置床を想定しています。 

 


